
資料２

2018年漁業センサス調査項目（案）

2018年漁業センサスにおける調査項目については、2013年漁業センサスの調査票をベースに、新たな水

産基本計画に基づき進められることとなる施策等に必要な統計データの提供や母集団情報を提供する役割

を引き続き果たせるよう、項目の追加や変更を行うとともに、政府統計全体の取組についても積極的に対

応していく。

ただし、記入負担の軽減を図ることも必要であるため、利活用状況等を踏まえ調査項目の削除を行う。

調査項目については、2018年漁業センサス試行調査結果及び2020年農林業センサスの検討状況を踏まえ

て設定を考えていく。
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Ⅰ 海面漁業調査 漁業経営体調査票Ⅰ（個人経営体用）

改正案 2013年漁業センサス 備 考

2018年漁業センサス用の調査票とする
ため年を更新するとともに、オンライン
調査に関する記述を追加する。

2 0 1 3 年 漁 業 セ ン サ ス

海 面 漁 業 調 査

漁 業 経 営 体 調 査 票 Ⅰ

平成25年11月１日調査

この調査票は、統計以外の目的（税金の徴収等）に使用する
ことはありません。

氏 名：

月 日（ ）

午前・午後 時ごろに

電話番号：

調査票の回収に伺いますので、
それまでに該当する箇所の記入

をお願いします。

１ 記入に当たっては、「漁業経営体調査票Ⅰ（個人経営体用）の記入の仕

方」をよく読んでから、黒の鉛筆又はシャープペンシルを使用し、間違え

た場合は消しゴムできれいに消してください。

２ 調査票の内容については、本年（平成25年）の11月１日現在で記入する

箇所と、過去１年間について記入する箇所があります。過去１年間の場合

は、平成24年11月１日から平成25年10月31日までの１年間について記入し

てください。

〔記入上の注意〕

（個人経営体用）

【統計調査員】

統計法に基づく基幹統計

漁 業 構 造 統 計

１：共同経営に参加
２：共同経営に不参加

〔事務処理欄〕

経営組織コード

大海区
都府県
（振興局） 市区町村 漁業地区

区分コード

市区町村名 漁業地区名

漁業集落

漁業集落名

客体番号調査区

《市町村連絡先》

様 式 調 第 １ 号

：： ：： ：：： ：：： ：：： ：： ：

秘

農林水産省

入力方向

：：：

記入例
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・１０３２５４７６９８記入例 １

★数字は枠からはみ出さないように記入してください。 ★○印は点線に沿って記入してください。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅰ 世帯について
2018年漁業センサス試行調査における結果及 １ 世帯員すべての人数

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況 11月１日現在の世帯員の人数を記入して
を踏まえて設定。 ください。

２ 世帯としての専業・兼業
2018年漁業センサス試行調査における結果及 (1) 当てはまる番号を一つ○で囲んでくだ

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況 さい。
を踏まえて設定。

(2) 過去１年間の漁業以外の仕事について、
2018年漁業センサス試行調査における結果及 当てはまる番号をすべて○で囲んでくだ

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況 さい。
を踏まえて設定。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

(3) 過去１年間の延べ利用者数を記入して
2018年漁業センサス試行調査における結果及 ください。

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況
を踏まえて設定。

３ 自家漁業の後継者の有無
2018年漁業センサス試行調査における結果及 当てはまる番号を一つ○で囲んでください。

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況
を踏まえて設定。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

４ 漁業を行った人
2018年漁業センサス試行調査における結果及 満15歳以上の世帯員（平成10年10月31日ま

び2020年農林業センサスの調査項目の検討状況 でに生まれた人）のうち、過去１年間に漁業
を踏まえて設定。 を行った人をもれなく記入してください。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

① 海上作業だけでなく陸上作業も含め
た自家漁業への労働投下状況に関する
統計を提供するため。

② 漁業経営における女性の関わり方に
ついての統計を提供するため。

③ 漁業センサスでは、「後継者」を現
在漁業に従事していない者も含めるこ
ととし、その有無のみを把握してきた
が、世帯内に後継者がいる場合は、従
事状況等の把握を行い、後継者に関す
る統計を充実させるため。

① ② ③
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅱ 自家漁業に雇った人 Ⅱ 自家漁業に雇った人
１ 過去１年間に雇った人数 海面漁業に関する１年間の労働力や雇

用の状況を把握するため。
（新設）

２ 11月１日現在の海上作業に雇った人数 １ 海上作業に雇った人数
(1) 11月１日現在の海上作業に雇った人数 (1) 11月１日現在の海上作業に雇った人数 上記の設問を新設することに伴う、説

を記入してください。 を記入してください。 明文を変更。

海上作業に雇った日本人のうち、親が
漁業に従事する人を把握。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

(2) ②の日本人のうち、過去１年間に30日
以上海上作業を行った人数を記入してく
ださい。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

２ 陸上作業に雇った人数
（削除） 過去１年間の漁業の陸上作業について、 過去１年間に自家漁業（陸上作業を含

最もさかんな時期に雇った人数を記入して む。）に雇った実人数の項目を新設した
ください。 ため。

Ⅲ 漁船
１ 過去１年間に使用した漁船

当てはまる番号をすべて○で囲んでくだ

同 右 さい。（借りた漁船を含めます。）

２ 無動力漁船と船外機付漁船の隻数
漁業に使用した漁船のうち、11月１日現

在で持っている隻数を記入してください。
（借りている漁船を含み、貸している漁船

同 右 を含みません。）
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

３ 動力漁船

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅳ 漁業経営について Ⅳ 漁業経営について
１ 営んだ漁業種類 １ 営んだ漁業種類 「とらふぐ養殖」の追加
(1) 過去１年間に自家漁業で行った、すべ (1) 過去１年間に自家漁業で行った、すべ 海面における「とらふぐ」の養殖の実

ての漁業種類を○で囲んでください。 ての漁業種類を○で囲んでください。 態を把握。

「まぐろ類」から「くろまぐろ」への変
更

国内で養殖されている「まぐろ類」に
ついては「くろまぐろ」のみであること
から、名称を変更。

(2) 過去１年間に自家漁業で行ったすべての漁 (2) 過去１年間に自家漁業で行ったすべての漁
業種類のうち、販売金額が最も多かったもの 業種類のうち、販売金額が最も多かったもの 漁業種類の追加に伴う変更。
と、２番目に多かったものを、上記(１)の全 と、２番目に多かったものを、上記(１)の全
国漁業種類番号101～154から選んで記入して 国漁業種類番号101～153から選んで記入して
ください。 ください。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

２ 地方選定漁業種類について
過去１年間で地方選定漁業種類の漁業を 具体的な地方選定漁業種類は、30年度

行った場合、自家漁業で行ったすべての漁 の調査前に、2013年漁業センサス時のも
業種類を○で囲んでください。 のからの変更を都道府県水産主管課と調

整。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

３ 海面養殖業 ３ 海面養殖業
11月１日現在の養殖の状況について記入 11月１日現在の養殖の状況について記入 「とらふぐ」の追加

してください。 してください。 海面における「とらふぐ」の養殖の実
態を把握。

「まぐろ類」から「くろまぐろ」への変
更

国内で養殖されている「まぐろ類」に
ついては「くろまぐろ」のみであること
から、名称を変更。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

同 右

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

４ 過去１年間の漁獲物・収獲物の販売金額 ４ 過去１年間の漁獲物・収獲物の販売金額
（消費税を含む。）について、当てはまる （消費税を含む。）について、当てはまる 実額で把握した上で平均金額に関する
番号を一つ○で囲んでください。 番号を一つ○で囲んでください。 統計の提供を求められているものの、記

入者における実金額記入に対する忌避感
から記入拒否が増え、調査員等における
照会作業の負担が増加するものと考えら
れることから、これまでどおり金額階層
を選択する項目設定とするが、販売金額
が最上位階層の場合は実額を把握する。

５ 過去１年間のすべての漁獲物・収獲物の ５ 過去１年間のすべての漁獲物・収獲物の
出荷先を○で囲んでください。 出荷先を○で囲んでください。 漁業経営体による自家販売の状況をよ

そのうち、出荷額の最も多かった出荷先 そのうち、出荷額の最も多かった出荷先 り詳細に把握するとともに、標本調査で
一つを○で囲んでください。 一つを○で囲んでください。 実施している６次産業化総合調査の母集

団情報として活用するため。
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Ⅱ 海面漁業調査 漁業経営体調査票Ⅱ（団体経営体用）

改正案 2013年漁業センサス 備 考

2018年漁業センサス用の調査票とする
ため年を更新するとともに、オンライン
調査に関する記述を追加する。

（新設） 事業所母集団ＤＢに調査票情報として
登録することで、将来的に、他の統計調
査の結果とのリンケージによる統計の作
成等が可能となるよう備えるため、法人
番号を把握する。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

会－Ⅰ 事業所の概要
１ 本所・支所の区分と会社の種類

それぞれ当てはまる番号を一つ○で囲ん
でください。

同 右

２ 11月１日現在の従業者数
漁業と漁業以外も含めたすべての従業者

数を記入してください。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

共－Ⅰ 共同経営について
１ 出資金

現物出資を除く出資金について、当ては
まる番号を一つ○で囲んでください。

同 右

２ 出資した人数
出資金を出資した人と現物出資をした人

の合計の人数を記入してください。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅰ 漁業の従事者 Ⅰ 漁業の従事者
１ 漁業の従事者数 海面漁業に関する１年間の労働力や雇

過去１年間に漁業（陸上作業を含む。） （新設） 用の状況を把握するため。
に従事した実人数を記入してください。

２ 11月１日現在の海上作業の従事者数 １ 海上作業の従事者数
(1) 11月１日現在の海上作業従事者数を記 (1) 11月１日現在の海上作業従事者数を記 上記の設問を新設することに伴う、説

入してください。 入してください。 明文を変更。

海上作業に雇った日本人のうち、親が
漁業に従事する人を把握。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

(2) ②の日本人のうち、過去１年間（平成
24年11月１日～平成25年10月31日）に30
日以上海上作業を行った人数を記入して
ください。

同 右

２ 陸上作業の従事者数
（削除） 過去１年間の漁業の陸上作業について、 過去１年間に漁業（陸上作業を含む。）

最盛期の従事者数を記入してください。 に従事した実人数の項目を新設したた
め。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅱ 漁船
１ 過去１年間に漁業に使用した漁船

当てはまる番号をすべて○で囲んでくだ
同 右 さい。（借りた漁船を含みます。）

２ 無動力漁船と船外機付漁船の隻数
漁業に使用した漁船のうち、11月１日現

在で保有している隻数を記入してください。
（借りている漁船は含み、貸している漁船

同 右 は含みません。）

３ 動力漁船

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅲ 漁業経営について Ⅳ 漁業経営について
１ 過去１年間に行った、すべての漁業種類 １ 過去１年間に行った、すべての漁業種類 「とらふぐ養殖」の追加

を○で囲んでください。 を○で囲んでください。 海面における「とらふぐ」の養殖の実
そのうち、販売金額が最も多かったもの そのうち、販売金額が最も多かったもの 態を把握。

一つを○で囲んでください。 一つを○で囲んでください。
「まぐろ類」から「くろまぐろ」への変
更

国内で養殖されている「まぐろ類」に
ついては「くろまぐろ」のみであること
から、名称を変更。

(2) 過去１年間に行ったすべての漁業種類のう (2) 過去１年間に行ったすべての漁業種類のう
ち、販売金額が最も多かったものと、２番目に ち、販売金額が最も多かったものと、２番目に 漁業種類の追加に伴う変更。
多かったものを、上記(１)の全国漁業種類番号 多かったものを、上記(１)の全国漁業種類番号
101～154から選んで記入してください。 101～153から選んで記入してください。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

２ 地方選定漁業種類について
過去１年間で地方選定漁業種類の漁業を 具体的な地方選定漁業種類は、30年度

行った場合、行ったすべての漁業種類を○ の調査前に、2013年漁業センサス時のも
で囲んでください。 のからの変更を都道府県水産主管課と調

整。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

３ 海面養殖業 ３ 海面養殖業
11月１日現在の養殖の状況について記入 11月１日現在の養殖の状況について記入 「とらふぐ」の追加

してください。 してください。 海面における「とらふぐ」の養殖の実
態を把握。

「まぐろ類」から「くろまぐろ」への変
更

国内で養殖されている「まぐろ類」に
ついては「くろまぐろ」のみであること
から、名称を変更。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

同 右

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

４ 過去１年間の漁獲物・収獲物の販売金額 ４ 過去１年間の漁獲物・収獲物の販売金額
（消費税を含む）について、当てはまる番 について、当てはまる番号を一つ○で囲ん 販売金額については、実額で把握した
号を一つ○で囲んでください。 でください。 上で平均金額に関する統計の提供を求め

られているものの、記入者における実金
額記入に対する忌避感から記入拒否が増
え、調査員等における照会作業の負担が
増加するものと考えられることから、こ
れまでどおり金額階層を選択する項目設
定とするが、販売金額が最上位階層の場
合は実額を把握する。

５ 過去１年間のすべての漁獲物・収獲物の ５ 過去１年間のすべての漁獲物・収獲物の
出荷先を○で囲んでください。 出荷先を○で囲んでください。 漁業経営体による自家販売の状況をよ

そのうち、出荷額の最も多かった出荷先 そのうち、出荷額の最も多かった出荷先 り詳細に把握するとともに、標本調査で
一つを○で囲んでください。 一つを○で囲んでください。 実施している６次産業化総合調査の母集

団情報として活用するため。
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

会-Ⅱ 支所・支社も含めた会社全体について 会-Ⅱ 支所・支社も含めた会社全体について
１ 支所・支社も含めた会社全体の従業者数 １ 支所・支社も含めた会社全体の従業者数 統計調査における労働者区分の統一に

よる変更。

２ 資本金
当てはまる番号を一つ○で囲んでくださ

い。（株式会社については払込済み資本金
の金額、その他については出資金の金額で
当てはまる番号を○で囲んでください。）

同 右

３ 漁業の専業・兼業
(1) 過去１年間に行った事業が漁業のみの

場合は「２」、他の事業も行った場合は
「１」を○で囲んでください。

同 右
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

(2) 過去１年間の総販売金額に占める漁業
部門の割合について、当てはまる番号を
一つ○で囲んでください。

同 右

(3) 過去１年間に漁業以外に行ったすべて
の事業の事業所の数を記入してください。

そのうち、販売金額が最も多かったも
の一つを○で囲んでください。

同 右

(4) 自社用の冷凍・冷蔵工場数を記入して
ください。（寄託品を取り扱わない自社
用の水産物を保存する冷凍・冷蔵工場数）

同 右
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４ 事業所別の子会社数
事業所に子会社数を記入してください。

同 右
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Ⅲ 海面漁業調査 漁業管理組織調査票

改正案 2013年漁業センサス 備 考

（削除）
様 式 調 第 ３ 号

漁 業 管 理 組 織 調 査 票

氏 名：

月 日（ ）
午前・午後 時ごろに

電話番号：

調査票の回収に伺いますので、
それまでに該当する箇所の記入
をお願いします。

１ 記入に当たっては、「漁業管理組織調査票の記入の仕方」をよく読んで

から、黒の鉛筆又はシャープペンシルを使用し、間違えた場合は消しゴム

できれいに消してください。

２ 調査票の内容については、本年（平成25年）の11月１日現在で記入する

箇所と、過去５年間について記入する箇所があります。過去５年間の場合

は、平成20年１月１日から平成24年12月31日までの５年間について記入し

てください。

〔記入上の注意〕

【統計調査員】

〔事務処理欄〕

大海区
都府県
（振興局） 市区町村

区分コード

市区町村名客体番号 客体名

2 0 1 3 年 漁 業 セ ン サ ス

海 面 漁 業 調 査

平成25年11月１日調査

《地域センター等連絡先》

この調査票は、統計以外の目的（税金の徴収等）に使用する
ことはありません。

入力方向

秘

農 林 水 産 省

：： ：： ：：： ：：

記入例
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・１０３２５４７６９８記入例 １

★数字は枠からはみ出さないように記入してください。 ★○印は点線に沿って記入してください。

統計法に基づく基幹統計

漁 業 構 造 統 計
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅰ 11月１日現在の参加漁業経営体数
１ 管理組織に参加している漁業経営体数を記

入してください。

（削除）

２ 管理を行っている漁業種類別の経営体数を
記入してください。

（削除）

３ 参加漁業経営体がある地域範囲について、
当てはまる番号を一つ○で囲んでください。

（削除）

101

（経営体）

： ： ： ：

111

120

119

118

117

116

115

114

113

112
底びき網

小 型 底 び き 網

定 置 網

採 貝 ・ 採 藻

船 び き 網

は え 縄

釣

上記以外の底びき網

刺 網

海 面 養 殖 業

そ の 他 の 漁 業

121 漁 業 種 類 不 特 定

（経営体）

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

： ： ： ：

131 １ ４３２

１市区
町村内

各都道府県
内の全域

複数の
都道府県

複数の
市区町村
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

Ⅱ 漁業管理
１ 過去５年間（平成20年１月１日～平成24年

12月31日）に自主的な漁業管理を行った、す
べての管理対象魚種を○で囲んでください。

（海面漁業地域調査で把握）

２ 過去５年間に行った漁業管理の内容
(1) 漁業資源の管理や漁場の保全・管理の内

容について、当てはまる番号をすべて○で
囲んでください。

ただし、試験的に行ったものや、継続性
の無いものは除きます。

（海面漁業地域調査で把握）

さ け ・ ま す 類

さ ば 類

ぶ り 類

ひ ら め

か れ い 類

す け と う だ ら

ま だ い

その他のたい類

い か な ご

は た は た

は も

さ わ ら 類

そ の 他 の 魚 類

い せ え び

く る ま え び

その他のえび類

が ざ み 類

その他のかに類

い か 類

た こ 類

う に 類

な ま こ 類

あ わ び 類

さ ざ え

あ さ り 類

ほ た て が い

そ の 他 の 貝 類

こ ん ぶ 類

その他の海藻類

そ の 他

その他の水産動物類

あ な ご

ふ ぐ 類

かつお・まぐろ類

魚 種 不 特 定

201

211

210

209

208

207

206

205

204

203

202

1

1

1

1

1

1

1

1

1

212

213

223

222

221

220

219

218

217

216

215

214

1

1

1

1

1

1

1

1

1

224

225

235

234

233

232

231

230

229

228

227

226

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

資

源

量

の

把

握

241

漁

業

資

源

の

増

殖

そ

の

他

漁

獲

（

収

獲

）

枠

の

設

定

漁

場

の

保

全

漁

場

利

用

の

取

決

め

漁

場

の

監

視

漁

場

の

造

成

植
樹
活
動
、
魚
つ
き
林
の
造
成

そ

の

他

う
ち
、
藻
場
・
干
潟
の
維
持
管
理

う
ち
、
合
成
洗
剤
不
使
用
の
取
組

１ １ １ １ １ １１ １ １ １ １ １

漁業資源の管理 漁 場 の 保 全 ・ 管 理
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改正案 2013年漁業センサス 備 考

(2) 漁業管理の具体的な規制内容について、
当てはまる番号をすべて○で囲んでくださ
い。

（海面漁業地域調査で把握）

３ 過去５年間に行った漁業管理に係る調整に
ついて、当てはまる番号をすべて○で囲んで
ください。

（削除）

漁
船
総
ト
ン
数
・
馬
力
数
の
規
制

漁

船

隻

数

の

規

制

漁

期

の

規

制

漁

法

の

規

制

漁
獲
量
（
収
獲
量
）
の
規
制

漁
獲
（
収
獲
）
サ
イ
ズ
の
規
制

操

業

人

員

の

規

制

操

業

時

間

の

規

制

出

漁

日

数

の

規

制

漁

具

の

規

制

そ

の

他

１ １ １ １ １ １１ １ １ １ １

１ １ １ １ １ １１ １ １ １ １自 主 規 制

法制度による規制251

252

261 １ １１１

管理組織内の漁業
種類間の調整

他の漁協地区・市
町村等との調整

遊漁との調整
漁協地区内の他の
漁業種類との調整
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Ⅳ 海面漁業調査 海面漁業地域調査票

改正案 2013年漁業センサス 備 考

2018年漁業センサス用の調査票とす
るため年を更新するとともに、オンラ
イン調査に関する記述を追記する。様 式 調 第 ４ 号

海 面 漁 業 地 域 調 査 票

氏 名：

月 日（ ）
午前・午後 時ごろに

電話番号：

調査票の回収に伺いますので、
それまでに該当する箇所の記入
をお願いします。

１ 記入に当たっては、「海面漁業地域調査票の記入の仕方」をよく読んで

から、黒の鉛筆又はシャープペンシルを使用し、間違えた場合は消しゴム

できれいに消してください。

２ 調査票の内容については、過去１年間について記入する箇所と、過去５

年間で記入する箇所があります。過去１年間の場合は、平成24年11月１日

から平成25年10月31日までの１年間について記入してください。過去５年

間の場合は、平成20年１月１日から平成24年12月31日までの５年間につい

て記入してください。

〔記入上の注意〕

【統計調査員】

〔事務処理欄〕

大海区
都府県
（振興局） 市区町村

区分コード

市区町村名客体番号 客体名

2 0 1 3 年 漁 業 セ ン サ ス

海 面 漁 業 調 査

平成25年11月１日調査

この調査票は、統計以外の目的（税金の徴収等）に使用する
ことはありません。

《地域センター等連絡先》

入力方向

秘

農 林 水 産 省

：： ：： ：：： ：：

記入例
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・１０３２５４７６９８記入例 １

★数字は枠からはみ出さないように記入してください。 ★○印は点線に沿って記入してください。

統計法に基づく基幹統計

漁 業 構 造 統 計
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Ⅰ 生産条件 Ⅰ 生産条件
１ 漁場環境の変化 利活用が低下したため。
(1) 漁業協同組合の管轄区域内における過去

（削除） ５年間（平成20年１月１日～平成24年12月
31日）の漁業権の放棄面積について、年次
別（暦年）に記入してください。

(2) 上記の漁業権放棄の原因について、当て
はまる番号すべて○で囲んでください。

また、そのうち、主な原因について、当
てはまる番号を一つ○で囲んでください。

同 右

２ 遊漁の状況
(1) 過去１年間（平成24年11月１日～平成25

年10月31日）の漁業協同組合の管轄区域内
における漁業協同組合と遊漁関係団体と連
携している取組の有無について、当てはま

同 右 る番号を一つ○で囲んでください。

121

取組あり 取組なし

２１
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(2) 取組の具体的な内容について、当てはま
る番号をすべて○で囲んでください。（漁
業協同組合単独の取組は除きます。）

同 右

Ⅱ 活性化の取組 Ⅱ 活性化の取組
１ 過去１年間に漁業協同組合が実施した都市 １ 過去１年間に漁業協同組合が実施した都市 前回値を参考に、紛れの無い回答を

との交流活動の取組について、その取組の参 との交流活動の取組について、その取組の参 促し、記入労力の軽減を図るため。
加人数を記入してください。 加人数を記入してください。
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２ 漁業協同組合の運営する水産物直売所の施 ２ 漁業協同組合の運営する水産物直売所の施
設数及び過去１年間の利用者数（来場者数） 設数及び過去１年間の利用者数（来場者数） 前回値を参考に、紛れの無い回答を
について記入してください。 について記入してください。 促し、記入労力の軽減を図るため。

資源管理の取組
１ 資源管理計画 （新設）

（漁業管理組織調査から移行、解答欄検討中）

２ 漁場改善計画 （新設）

（漁業管理組織調査から移行、解答欄検討中）

（人）

151 水産物直売所

施設数 年 間 利 用 者 数

０ ０

十千 百万

： ： ： ： ： ：
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